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 ～ 期待を実績に！ ～  
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衆 議 院 議 員    民主党静岡県第３区総支

部長 
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12 月 26 日 掛川市（旧小笠郡 大須賀町）生まれ 

大須賀町立横須賀幼稚園 卒業 

磐田市立磐田西小学校 卒業 

磐田市立第一中学校 卒業（水泳部所属） 

磐田市立磐田南高等学校 卒業（弓道部所属） 

早稲田大学 政治経済学部政治経済学科 卒業 

早稲田大学大学院 政治学研修科修士課程 修了 

農林中央金庫（JAバンク）入庫 

農林中央金庫を退職し松下政経塾に入塾 

日本公共政策学会 入会（現在、日本公共政策学会員） 

民主党静岡県第 3区総支部長 就任（松下政経塾を自主退塾） 

第 45 回衆議院議員選挙にて初当選 

衆議院議員（財務金融委員会・災害対策特別委員会に所属） 

磐田市中泉（西新町）在住 

民主党静岡県第3区総支部事務所 
 

438-0078 磐田市中泉（御殿）656‐1 

TEL   0538‐39‐1234 

FAX   0538‐39‐1235  

E-mail  n_koyama@aroma.ocn.ne.jp 
 

※ お気軽にご連絡・ご来所ください（磐田駅南口より徒歩 3分）。 

 

 

衆議院議員  小山のぶひろ 

1975年 

1982年 

1988年 
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1999年 
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2006 年 

 

2007 年 

 

2009 年 

小山 のぶひろ  プロフィール 

 政権公約会議開く 鳩山総理   
民主党は党本部で 3月 31日、参院選に向けて、第１回の政権公約会議（議長：鳩山由紀夫総理）を

開催。鳩山総理は、2009年の政権公約（マニフェスト）を着実に実行、今までのマニフェストの重要
性を認識するとともに、限られた財源のなかで何を優先させるか、国民の声を大事にしながら検証す

る考えを示し、「十分議論し、国民のための民主党の姿を強く示してほしい」と求めた。 
 また、鳩山総理は、政権発足後に主張してきた「低炭素社会の実現」や「新しい公共」、「東アジア

共同体構想」、さらに、26 日の会見での「官を開く、国を開く、未来を開く」とするメッセージにも
言及、「今までのマニフェストを軸に、これからの世の中、新しい日本の夜明けをどうつくるかビジョ

ンを示していきたい。国民に向けて新しい参院選マニフェストを検討し作り上げる」と表明した。 
 会議後に高嶋筆頭副幹事長は、記者団に対し、会議では党側から５月下旬を目途にマニフェスト企

画委員会で素案を作成し、政権政策会議に提出し最終的にまとめていくとのスケジュールを説明した

と報告した。 
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